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う
方
の
た
め
に
、「
マ
マ
フ
レ
」
と

い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
お

り
、
市
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用

で
き
ま
す
。
子
ど
も
が
幼
い
う
ち
は

様
々
な
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
困
難

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
、

手
続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て
も
ぜ
ひ

検
討
し
た
い
。
健
康
事
業
の
周
知
啓

発
に
つ
い
て
は
、
健
康
会
館
に
来
館

さ
れ
た
方
に
対
し
、
来
館
目
的
以
外

の
事
業
に
つ
い
て
も
情
報
提
供
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

広
路
１
号
の南

進
が
不
可
欠

安
東　

太
郎

（
安
進
会
）

広
域
公
共
交
通
の
整
備
と

し
て
、
広
路
１
号
（
都
市

計
画
道
路
立
３
・
１
・
34
号
線
）
の

南
進
が
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。
舛

添
東
京
都
知
事
は
三
多
摩
の
こ
と
を

よ
く
御
存
じ
で
、
大
切
に
考
え
て
く

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
立
川
に

視
察
に
来
た
い
と
の
話
も
あ
り
ま
す
。

視
察
の
折
に
は
現
地
を
実
際
に
見
て

い
た
だ
き
、
市
長
か
ら
現
場
で
説
明

問

し
、
広
路
１
号
南
進
の
必
要
性
を
訴

え
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
そ
れ

が
大
き
く
報
道
さ
れ
る
こ
と
で
、
悲

願
推
進
の
力
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

立
３
・
１
・
34
号
線
に
つ

い
て
は
、
南
関
東
の
防
災

拠
点
と
な
る
立
川
広
域
防
災
基
地
の

ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、
南
関
東
全

体
に
必
要
な
道
路
と
認
識
し
て
お
り
、

そ
の
整
備
は
市
長
公
約
で
も
あ
り
ま

す
。
多
摩
川
架
橋
及
び
関
連
道
路
整

備
促
進
協
議
会
で
は
、
最
終
的
に
は

中
央
自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
目

標
に
、
中
間
に
は
（
仮
称
）
富
士
見

橋
の
架
橋
も
位
置
づ
け
て
お
り
、
各

場
面
に
お
い
て
立
３
・
１
・
34
号
線

南
進
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

都
知
事
に
は
、
腕
に
よ
り
を
か
け
て

説
明
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
下
水
道
地
震
対
策
事
業
に

つ
い
て
、
立
川
市
下
水
道

問 下
水
道
の地

震
対
策
状
況
は

梅
田　

春
生

（
民
主
・
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

総
合
地
震
対
策
計
画
に
基
づ
き
進
め

て
い
く
と
の
こ
と
で
す
が
、
平
成
25

年
度
の
目
標
は
達
成
で
き
そ
う
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
26
年
度
の
目
標
と

し
て
、
一
次
避
難
所
30
カ
所
の
う
ち
、

11
カ
所
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設

置
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
が
、
ど

の
よ
う
に
計
画
を
進
め
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。
１
カ

所
あ
た
り
何
基
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
が
設
置
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
そ
の
個
数
で
間
違
い
な
く
足

り
る
の
で
し
ょ
う
か
。

平
成
25
年
度
の
目
標
に
つ

い
て
は
お
お
む
ね
達
成
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
の
１
カ
所
あ
た
り
の
設
置

個
数
は
、
中
学
校
で
10
基
、
小
学
校

で
８
基
で
す
。
避
難
者
数
が
多
い
こ

と
、
ま
た
、
介
護
拠
点
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
中
学
校
部
分
の
個
数

を
多
く
設
定
し
て
い
ま
す
。
地
域
防

災
計
画
に
基
づ
き
、
１
基
当
た
り
100

人
で
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
都
は
１

基
当
た
り
の
人
数
を
変
更
し
て
い
ま

す
の
で
、
不
足
分
に
つ
い
て
は
レ
ン

タ
ル
な
ど
で
対
応
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

答

　平成25年第４回定例会 (12月議会 ) におい
て採択され、市長あてに送付した請願について、
平成26年３月24日に市長から議長あてに「請
願の処理の経過及び結果について」報告があり
ました。
○請願第３号　「障がいのある人もない人も暮

らしやすい立川をつくる条例」
制定に関する請願

　障害を理由とする差別の解消の推進に関する
法律（平成25年法律第65号）が平成25年６月
26日に公布され、平成28年４月１日に施行さ
れることとなっております。
　今後、国は、平成26年度上半期に「基本方
針案」をとりまとめ、26年度中に各府省による
国等の職員の「対応要領」、主務大臣による事
業者のための「対応指針」を策定し、その中で、
不当な差別取り扱いの具体的事例、合理的配慮
の事例、合理的配慮を行う上での視点等を示す
こととなっております。
　条例の制定につきましては、国が示す「基本
方針」、「対応要領」、「対応指針」等を参考にし
ながら、自立支援協議会、障害者施策推進委員
会等を活用し素案をまとめ、庁内関係部署、学
識経験者、交通、教育、商工会等の関係者、障
害当事者、公募市民等を含めて検討を重ねなが
ら策定してまいります。
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▶高値落札が横行している３業種の工事について、地
域要件を広げるなど発注方法を見直すべきです。
▶３年連続の国民健康保険料大幅値上げは、納得でき
ません。増税続きの時期の値上げは撤回すべきです。

▶国民健康保険料の３年連続値上げは、ただでさえ苦
しい市民に大きな負担を強いることになります。
▶ソーラーパネル設置だけでなく、自然エネルギー利
用に対しもっと意味のある事業を展開すべきです。

▶包括的ケアシステムの構築に向け、市民力等をつな
げ、有機的に機能できる仕組みをつくってください。
▶財政の厳しい中、立川駅周辺のデッキ延伸は次世代
へツケを残します。必要最低限にとどめるべきです。

一般会計予算修正案の内容

特別会計国民健康保険事業予算及び立川市国民健
康保険条例の一部を改正する条例修正案の内容

・国民健康保険事業特別会計へ繰出の予算を増額するものなど

・国民健康保険料の値上げを見送るものなど

〔議案等の審査〕
◆「民間賃貸住宅居住者への家賃補助創設等を求める請願」を継
続審査とする
◆「立川市市役所内１階玄関横フロア部分の利用活用に関する陳
情」を継続審査とする

〔主な報告事項〕
◆女性総合センターにおける保育利用者名簿の紛失について

〔主な報告事項〕
◆旧庁舎施設等活用事業について
◆消費税率の引き上げ対策に伴う臨時給付金の支給について（子
育て世帯臨時特例給付金、臨時福祉給付金）
◆羽衣・富士見児童館のリニューアルオープンについて
◆市立保育園民営化の進捗状況について
◆風しん対策事業について

〔特定事件〕
◆旧庁舎周辺地域まちづくりについて
◆立川駅北口西地区再開発及び立川駅西側新自由通路について
◆都市軸沿道地域まちづくりについて
◆新庁舎周辺地域まちづくりについて
◆武蔵砂川駅・西武立川駅周辺地区まちづくりについて
◆立川基地跡地昭島地区まちづくりについて

〔議案等の審査〕
◆「立川市道東165号線の認定について」を可決すべきものと決定
◆「立川市道東166号線の認定について」を可決すべきものと決定
◆「立川市道北151号線の認定について」を可決すべきものと決定

〔特定事件〕
◆清掃工場移転について

〔主な報告事項〕
◆第一小学校の建てかえ事業について
◆第九小学校の大規模改修工事について
◆特別支援教育実施計画（案）について
◆他市図書館との相互連携の拡大について

〔特定事件〕
◆議会改革について
　・立川市議会基本条例（素案）のパブリックコメントについて
　・立川市議会基本条例（案）について

〔特定事件〕
◆立川市第４次基本構想について
　・タウンミーティングについて
　・第４次長期総合計画検討市民会議について
　・第４次基本構想骨子案について

微
小
粒
子
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２・５
）

に
係
る
総
合
的
な
対
策
の

推
進
を
求
め
る
意
見
書

　

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
機

関
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
国
に
対
し
、
次
の
項
目
に
つ
い
て

強
く
要
望
す
る
も
の
。

１　

Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
発
生
源
の
実
態

や
構
成
成
分
の
解
明
を
し
た
上
で
、

法
律
に
基
づ
く
国
民
に
わ
か
り
や

す
い
注
意
発
令
の
仕
組
み
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
環
境
基
準
を
維

持
で
き
る
よ
う
国
内
外
の
発
生
抑

制
対
策
を
推
進
す
る
こ
と　

な
ど

食
の
安
全
・
安
心
の

確
立
を
求
め
る
意
見
書

　

国
に
対
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

適
切
な
措
置
を
講
じ
、
食
品
に
係
る

安
全
性
の
一
層
の
確
保
に
努
め
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
も
の
。

１　

食
品
表
示
等
の
適
正
化
を
図
る

景
品
表
示
法
等
改
正
案
の
早
期
成

立
・
施
行
を
期
す
こ
と　

な
ど

批
准
し
た
障
害
者
権
利
条
約
に
基
づ

き
国
内
法
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

　

昨
年
の
臨
時
国
会
で
承
認
さ
れ
、

障
害
者
権
利
条
約
が
批
准
さ
れ
た
が
、

条
約
の
求
め
る
水
準
を
す
べ
て
ク
リ

ア
し
た
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
課

題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
対
し
、
障
が
い
者

の
尊
厳
と
権
利
を
保
障
す
る
諸
課
題

に
真
剣
に
む
き
あ
い
、
国
内
法
整
備

に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
も
の




